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 館市第０９５０３２号 

 令 和 ７ 年 ９ 月 １ ７ 日 

 

保護者 様 

 

館林市長 多田 善洋 

（公 印 省 略） 

 

   渡瀬保育園の民営化に係る保護者向け説明会の概要について(通知) 

 

  日頃より館林市の教育・保育行政へのご理解、ご協力をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。  

  さて、８月２３日（土）に保護者向け説明会を開催いたしましたので、概要につ

きまして、下記のとおり通知いたします。  

 

記 

 

１ 参加人数 

２０世帯２６名（ほか、預かり児童２３名）  

２ 説明会概要 

 ⑴ 日時 

   令和７年８月２３日（土）午前１０時から午前１１時２０分まで 

 ⑵ 概要 

ア あいさつ 

・日頃のお礼 

・民営化及びこども園化によって、より柔軟で質の高い保育サービスの提供

や、保護者・地域のニーズに応えられるものと考えている。具体的な内容

については、この後、学校法人吞龍愛育会から説明していただく。 

・こどもたちが新しい環境になじみ、登園することが楽しみになるよう、安
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心できる環境作りについて市としても協力をしていきたいと思っているの

で、保護者の皆様にもご理解とご協力をお願いしたい。 

イ 市こども課より、以下について説明（別紙「パワーポイント資料」参照）  

    ・民営化の概要（経緯、進める理由、園運営の考え方）  

    ・第１回～第２回の協議内容（民営化後の運営に関して、市と学校法人吞龍愛  

育会で協議）  

    ・今後のスケジュール（予定）  

    ・保護者の皆様へのお願い  

  ウ 学校法人吞龍愛育会より、以下について説明（一部抜粋）（別紙「保護者説明会  

資料」参照） 

    ・法人紹介 

    ・運営施設紹介  

    ・園長予定者紹介  

    ・教育・保育方針（まずは安全第一。そのうえで、こどもたちにたくさん刺激  

を与えたい。） 

    ・保育内容や行事等は基本変わらない（こどもにとって大切なことにはお金を 

かけていきたい。保護者負担が生じる場合は、保護者の皆様に意見を求め 

る。） 

    ・第９小学校や地域との交流を引き続き行っていく  

    ・食は保育（無農薬やきび糖を使用するなど、食材にもこだわっていく。それ  

に伴い、給食費は１号認定児４，５００円、２号認定児６，５００円を予  

定） 

    ・保育ＩＣＴ「れんらくアプリ」及び「おうちえん」導入予定（保護者負担月

額５００円。連絡帳機能・午睡チェック・ドキュメンテーション等。写真や

動画をダウンロードし放題。） 

エ 質疑応答 

  （ア）事前質問  

別紙「保護者説明会資料  ５.変更点」参照 

（イ）当日質問  
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      ・質問１：こども課の説明の中で、民営化後に渡瀬での勤務を考えてい

る職員は、渡瀬以外の公立園に勤務している職員を含め９名

程度とのことだが、現在渡瀬保育園で勤務している職員はそ

のうち何名いたのか 

      ・こども課：現在、渡瀬保育園に勤務している職員が２名、直近まで勤

務していた職員が２名となっている 

 

 

担当：こども課施設支援係  鈴木、根岸 

電話：0276-47-5172（直通） 

Mail：kodomo@city.tatebayashi.gunma.jp 

 



渡瀬保育園及び成島保育園の民営化に係る保護者説明会  

次 第 
 

                   日時及び場所：令和７年８月２３日(土) 

午前１０時から渡瀬保育園 

午後２時から成島保育園 

 

   

 

１ 開会 

 

 

 

２ こども課あいさつ 

 

 

 

３ こども課からの説明 

 

 

 

４ 法人からの説明 

 

 

 

５ 質疑応答 

 

 

 

６ 閉会 



渡瀬保育園及び成島保育園の

民営化に係る現状と今後のスケ
ジュールについて
令和７年８月２３日（土）

館林市健康こども部こども課
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①民営化の概要

②第１回～第２回の協議内容

③今後のスケジュール（予定）

④保護者の皆様へのお願い
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①民営化の概要（民営化とは）※令和6年10月説明会資料再掲

館林市が運営していた公立園を、社会福祉法人や学校法人等
の民間法人に引き継ぐことです。

園舎は変わりませんが運営主体が変わるため、職員は市職員
から、選定された法人に採用された職員に入れ替わることに
なります。

①民営化の概要（民営化を進める理由） ※令和6年10月説明会資料再掲

⑴公立園とは異なる特色ある教育・保育などを実施する民間事業者の
力を活用することにより、保護者の選択肢を増やすことができる

⑵民間事業者の運営視点による意思決定の迅速化など、子どもや保護
者の要望への速やかな実現が期待できる

⑶手厚い教育・保育を提供する職員体制を確保することができる
⑷「館林市立保育園民営化検討委員会」から「地域の保育ニーズに一
層応えるために民営化を進めることが望ましい」という答申書が市
⾧に対して提出されたため

⑸国や県からの補助金等が活用できるため
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①民営化の概要（これまでの経緯①）※令和6年10月説明会資料再掲
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 平成18年 4月:三野谷保育園（現:認定こども園MINOYA）を民営化
 平成20年11月:館林市立保育園民営化検討委員会より、市⾧へ提言書

「地域の保育ニーズに一層応えるため、民営化を進める
ことが望ましい」

 令和 2年 3月:第七次行政改革大綱に「公立幼稚園の認定こども園化」
及び「公立保育園の認定こども園化及び民営化の推進」
を記載

 令和 3年 8月:「公立幼稚園・保育園 就学前の教育・保育のあり方に
関する方針」において、令和8年度以降に渡瀬保育園・成
島保育園の民営化を決定

 令和5年12月:市議会へ令和８年度から民営化することを説明

①民営化の概要（これまでの経緯②）
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 令和６年２月:保護者説明会（市説明）
 ５月:館林市立保育園民営化事業者選定等委員会設置
 ５～３月:第１回～第６回館林市立保育園民営化事業者選定等委員会
 10月:保護者説明会（市説明）
 11月:提言書手交式
 令和７年３月:進捗状況を保護者一斉メールにてお知らせ
 ４月:プロポーザル審査（運営事業者選定）
 ６月:市議会へ民営化関連議案を上程（可決）
 ６月:進捗状況を保護者一斉メールにてお知らせ
 ６月:会計年度任用職員説明会（市及び事業者説明）
 ７月～８月:第１回～第２回協議
 ８月:保護者説明会（市及び事業者説明）



＜保育内容＞
・渡瀬保育園及び成島保育園の基本的な保育を引継ぎながら、徐々
に私立園としての特色を加えた教育・保育を実施するよう、決定
した法人に依頼します。

・延⾧保育、一時預かり保育は引き続き実施することを応募条件と
します。

＜開園日・開園時間＞
開園日・開園時間は、現状以上にすることを応募条件とします。

＜保育料＞
保育料は変わりません。

7

①民営化の概要（園運営等の考え方①）※令和6年10月説明会資料再掲

＜費用・持ち物＞
教材費等、私立園として特色を出すために費用が生じる場合には、
保護者の理解を得るように、また、現在の持ち物を引き続き使用
できるよう選定された法人に依頼します。

＜運営指導等＞
民営化後も、運営指導等で市が関わります。

＜転園希望者への対応＞
民営化を理由に事前に転園を希望される場合には、できる限り対
応します。
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①民営化の概要（園運営等の考え方②）※令和6年10月説明会資料再掲



＜園名＞
（仮称）認定こども園渡瀬保育園
（仮称）成島こども園

＜開園日・開園時間＞
変更なし

＜土曜保育＞
引き続き実施

＜延⾧保育＞
引き続き実施

etc…
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②第１回～第２回の協議内容（第１回：７月１５、２５日）

＜行事＞
引き続き実施

＜持ち物＞
変更なし

＜連絡方法＞
変更あり（電話、アプリ）

＜写真販売＞
現状の販売サービスから変更予定

etc…
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②第１回～第２回の協議内容（第２回：８月６、７日）



③今後のスケジュール（予定）
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日 程 内 容

令和７年9月 第３回協議（給食関係）

9月 継続・転園に係る希望調査

10月 令和８年４月入園希望者向け説明会

11月～3月 引継ぎ保育

令和8年4月1日 民営化

※今後も必要に応じて、保護者説明会や事業者との協議を実施いたします。

④保護者の皆様へのお願い

保護者の皆様のご意見を取り入れ、子どもたち、保護者様に
とって、より良い民営化となるように事業を進めます。その
中で、アンケート調査を行う予定ですので、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

疑問や不安なことがございましたら、園またはこども課まで
お問い合わせください。

12










	R7.8.23渡瀬保護者説明会（通知）
	次第
	パワポ
	呑龍配布資料

